
 

 

 

Ⅰ 市民の安全で 

  健康な笑顔あふれる 

  暮らしを支えるために 
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Ⅰ－１ 保健・医療サービスの質を高める 

１．基本施策を取巻く環境 

 国では，り患者が増えている乳がん，子宮頸がん，大腸がんの検診について，無料クーポン券

の交付による検診費用の公費負担により受診者の負担軽減を図ることで，受診率向上策の強化を

図っている。 
 また，医療体制を確保するため，「安心と希望の医療確保ビジョン」を策定し，医学部定員の

拡大や救急勤務医手当の創設，診療報酬の改定による救急医療の充実などに取り組んでいる。 
 さらには，国民健康保険の医療費適正化の推進について，近年マイナス改定を続けてきた診療

報酬が，Ｈ２２に０．１９％のプラス改定となり医療費増の一因となっている。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 
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      図１－１ 自殺者数 (出典)「人口動態調査（厚生労働省）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１－２ 国民健康保険特別会計歳出額と一人当たり医療費 (出典)「統計書（宇都宮市）」 

年次

H12 101 人 22.8 人

H13 85 人 19.1 人

H14 102 人 22.8 人

H15 110 人 24.5 人

H16 101 人 22.3 人

H17 102 人 22.3 人

H18 106 人 23.1 人

H19 118 人 23.3 人

H20 113 人 22.2 人

H21 144 人 28.2 人
資料：厚生労働省 「人口動態調査」
（注）　平成18年までは旧宇都宮市
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図１－３ 
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図１－４ 

 
人口１０万人対医師数 
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「医師・歯科医師・ 

 
 薬剤師調査（隔年調査）」 

 

 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

792 824 868 851 945

病院 6,021 5,850 5,897 5,852 5,709 5,709 5,648 6,596 6,596 6,617
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資料：厚生労働省 「医療施設動態調査」 （注）　平成18年以前は旧宇都宮市のみ
　　　　　　　　　　　 「医師・歯科医師・薬剤師調査（隔年調査）」

病
床
数

項　　目

医師数

対
医
師
数

人
口
十
万
人

 

 

 

 

 

 

 

 

３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 健康づくりの推進 
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⑶ 国民健康保険の医療費適正化の推進 
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■ 政策の柱Ⅰ ■ 

Ⅰ－２ 高齢期の生活を充実する 

１．基本施策を取巻く環境 

 国は，平成２０年７月「認知症の医療と生活の質を高める緊急プロジェクト」を策定し，

また，県においても平成２１年３月「高齢者支援計画（はつらつプラン２１）」を策定し，各

種施策を推進している。 
 今後，団塊の世代が高齢期を迎えるなど，高齢者がさらに増加することに伴い，利用を希

望するサービスや参加したい活動などについて，高齢者のニーズも益々多様化することが見

込まれる。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図１－５ 高齢者数と高齢化率の推移 (出典)「宇都宮市統計書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図１－６ 要介護認定者数の推移 （出典）「介護保険事業状況報告（宇都宮市）」 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 高齢者の自立促進 
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■ 政策の柱Ⅰ ■ 

Ⅰ－３ 障がいのある人の生活を充実する 

１．基本施策を取巻く環境 

 現在，国においては，障害者自立支援法を廃止し，新たに総合的な障害福祉制度を構築す

るため，（仮称）障害者総合福祉法の制定に向けた基本的な方向性が議論されている。 
 このような中，平成２２年１２月に障害者自立支援法が一部改正され，グループホーム・

ケアホーム利用の際の個別給付，地域における相談支援の中核的な役割を担う「基幹相談支

援センター」の設置などが制度化されるなど，生活支援に関する施策が強化されることにな

った。障がい児についても，児童福祉法が一部改正され，地域の療育拠点として障がい種別

に関係なく身近な地域での支援を行う児童発達支援センターの整備や保育所等訪問支援等が

新たに創設されるなど，障がい児支援が強化されることになった。 
 また，地域主権戦略大綱等による地域主権改革の関連法案に基づき，障がい福祉サービス

事業者の指定等の権限が県から移譲されることから，主体的な対応が可能になると考えられ

る。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１－７ 宇都宮市の人口と障がい者手帳所持者割合の推移 （出典） 宇都宮市障がい福祉課資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図１－８ 三障がい全体の手帳所持者数の推移 （出典） 宇都宮市障がい福祉課資料 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 障がい者の社会的自立の促進 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 障がい者の生活支援の充実 
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■ 政策の柱Ⅰ ■ 

Ⅰ－４ 愛情豊かに子どもたちを育む 

１．基本施策を取巻く環境 

 国においては，子育て支援の総合的なビジョンである「子ども・子育てビジョン」の策定，

児童扶養手当の父子家庭への対象拡大，「新待機児童ゼロ作戦」の推進，「子ども・子育て新

システム」の検討など，子どもと子育てを応援する社会の実現に取り組んでいる。 
 保育所待機児童数の増加など，子育て環境が厳しさを増しており，また，税制改正による

年少扶養控除の廃止や，子ども手当制度が不透明であることから，ひとり親家庭を含む子育

て世帯の所得減少が懸念される。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図１－９  合計特殊出生率の推移（出典：栃木県保健統計年鑑，人口動態統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図１－１０  保育所の入所児童数と待機児童数の推移（出典：宇都宮市 保育課） 
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              図１－１１  就業者数の推移と就業男女比（出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図１－１２ ひとり親世帯の年間総収入の分布（出典：宮っこ 子育ち・子育て応援プラン） 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 児童健全育成環境の充実 
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Ⅰ－５ 都市の福祉力を高める 

１．基本施策を取巻く環境 

 我が国の少子高齢化は急速に進んでおり，地域の支えあいや誰もが安心して生活を送るた

めの環境づくりが求められている。 
 県においては「地域福祉支援計画」，社会福祉協議会においては「地域福祉活動計画」を策

定し，地域福祉活動を積極的に推進している。 
 ボランティア活動については，東日本大震災の影響もあり，様々な組織・団体による活動

のほか，個人での活動も広がってきた。 
 国や県の経済危機対策補助額増額により，社会福祉施設整備に対する民間事業者の参入意

欲が高まっている。 
 核家族化が進み，コミュニティの希薄化などを原因として，孤独死や虐待，ひきこもりな

ど様々な社会問題が増加している。 
 社会福祉事業者の労務管理能力など，法人運営の質の向上が求められている。 

 
２．基本施策に関連のあるデータ 
 

    図１－１３ 
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                                    図１－１４ 

                                     生活保護受給者への就労支援の状況 

                                    （出典） 宇都宮市 生活福祉第１課・ 

                                         生活福祉第２課 資料 
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    図１－１５ 

    社会福祉施設概況 

   （出典） 

    「宇都宮市統計書」 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 市民の福祉活動への参画促進 

                        ■施策指標 
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⑵ 保健・福祉サービスの総合化の推進 
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■ 政策の柱Ⅰ ■ 

Ⅰ－６ 日常生活の安心感を高める 

１．基本施策を取巻く環境 

 国では，近年の安全・安心なまちづくりの機運の高まりを受け，「消費者基本計画」が策定

され，消費者の安全安心の確保や消費生活教育の充実等が位置付けられた。また，「第９次交

通安全基本計画」が策定され，交通安全対策を強力に推進する動きがある。さらに，自然災

害や武力攻撃等の危機発生に関する警報を瞬時に配信する「J-ALERT システム」が全国的

に整備され，危機管理体制の強化が図られている。 
 国では，新型インフルエンザ（A/H1N1)対策での経験等を踏まえ，病原性が高い新型イン

フルエンザの発生・流行に備え，行動計画の見直しなど，新型インフルエンザ対策の再構築

を図っているところである。 
 東日本大震災の発生を受け，今後の防災対策を講じる上での課題が明らかになった。また，

これまでは災害の少ない土地柄などから市民の防災意識は比較的低かったが，震災以降，市

民の意識の高まりが見られ，地域がより主体的に防災活動に取り組むことが期待される。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 
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    図１－１７ 

    交通事故の推移 

   （出典） 

    宇都宮市生活安心課資料 
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             図１－１８ 事故別救急車出動件数 （出典）「宇都宮市統計書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図１－１９ 消費生活相談件数と知能犯件数の推移 

                     （出典）「第 2次宇都宮市安全で安心なまちづくり推進計画」 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 防犯対策の充実 
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    ２０件未満 

  （H19.3 現在）       （H24） 

交通事故発生件数 

 
  現状値  ⇒  目標値 

 4,746 件     4,000 件 

  （H19.3 現在）       （H24） 

気管挿管・薬剤投与ができる 

救急救命士数 

  現状値  ⇒  目標値 

   ７人     ２６人 

  （H19.12 現在）      （H24） 

市民の防災活動への参加状況 

 

  現状値  ⇒  目標値 

  １４％     ３０％ 

  （H18 実績）        （H24） 

２３ 



 

２４ 

 

⑸ 消費生活の向上 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 食品の安全性の向上 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 健康危機管理対策の強化 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ 生活衛生環境の向上 

                        ■施策指標 
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    １００回 
2,500 人/年    5,500 人/年 

  （H19.3 現在）       （H24） 

食品衛生施設の監視率 

 
  現状値  ⇒  目標値 

 ８８.６％    ９２.５％ 

  （H19.3 現在）       （H24） 

健康危機に関する模擬訓練の 

実施 

  現状値  ⇒  目標値 

 年１回実施    年１回実施 

  （H19.3 現在）       （H24） 

生活衛生関係施設の監視率 

 

  現状値  ⇒  目標値 

 ４１.３％    ５２.２％ 

  （H19.3 現在）       （H24） 


